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u = cos xと変数変換すると、du = − sin xdxで、∫ π
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または、式変形する:
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(c)
∫

Arctan xdx

部分積分するのが簡明:
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また、u = Arctan xと変数変換する方法もある。少し長くなるが、積分計算の良いトレーニングに

もなるので、試みられたい。さて、du =
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積分の一般的なフローチャート

式変形

和・定数倍、
有理化など

部分積分法∫
e
x
f(x)dx,

∫
f(x) sin x dx,∫

x
α
f(x)dx,

∫
f
′(x) log x dx

などの形は使いやすい

置換積分法

du = f ′(x)dx の形を
思い浮かべながら、変
数変換 u = f(x) を決
める

原始関数・定積分を得る

“基本的な原始関数”の形に帰着するように

典型的な解法

(これから学ぶ)有理式の積分
や無理関数を含む積分など
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(※)…与えられた積分をどう処理してようか迷ったときは、まずは先に部分積分法を試みたほうが良いように感じ
る。うまい変数変換が思いつけば別だが、置換積分はよくわからない計算に迷いこむことが多い。

よく使う形

▷

∫
f ′(x)

f(x)
dx = log|f(x)| ▷

∫
f(x)dx = xf(x) −

∫
xf ′(x)dx


